
議会傍聴の案内
平成23年度●月定例会
開会予定日 ●月●日（●）

詳細は北谷町ホームページで
検索サイトで

北谷町議会 検　索 クリック！
あなたも町議会を
傍聴してみませんか？
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
早
々
、
寒
さ
が
続
き
体
調
管
理

に
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、２
０
１
１
年
が
す
ば
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
は
、

２
月
中
旬
に
東
京
で
の
広
報
研
修
会
に
参

加
し
ま
す
。
私
も
、
４
年
前
に
研
修
会
に
参

加
し
ま
し
た
が
、と
て
も
内
容
が
充
実
し
た

研
修
会
で
す
。
研
修
会
前
62
号
と
、
研
修
会

後
63
号
の
違
い
を
是
非
見
比
べ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
今
号
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

町
民
の
意
見
を
多
く
募
集
し
ま
す
。
是
非
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
御
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。町
民
の
皆
様
に「
よ
り
早
く
、よ

り
分
り
や
す
く
、
よ
り
正
確
に
」
を
テ
ー
マ

に
編
集
作
業
を
し
て
ま
す
が
、掲
載
で
き
る

紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
前
号
か
ら
、定
例
会
開
会
予
定
日
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の
町
民
に
議
会
を

傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、議
会
を
活
性
化
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
北
谷
町
の
更
な
る
発
展
は
「
議

会
へ
行
こ
う
ー
！
」
、
一
人
で
も
多
く
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。２
０
１
１
年
も

議
会
に
関
心
が
持
て
る
広
報
紙
づ
く
り
を

頑
張
り
ま
す
の
で
、「
議
会
だ
よ
り
」を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

インターネットで町議会を知ろう！！
議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

北谷町ホーム
ページアドレス

【お問い合わせ】 ☎936-3382 FAX 936-9712議会事務局

http://www.chatan.jp
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議会傍聴の案内
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読者からの声

声
成
人
の
日
を
迎
え
て
思
う
こ
と

国
立
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
５
年
生

桑
江
区

　親 

里  

柚 

奈

　さ
く
ら
の
花
の
た
よ
り
が
届
く
新
春

に
、私
た
ち
が
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、大
き
な
愛

情
を
も
っ
て
育
ん
で
く
れ
た
両
親
や
勉
強

だ
け
で
は
な
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、そ
し
て
、温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
の
お

か
げ
だ
と
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　「成
人
式
」と
い
う
人
生
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
た
私
た
ち
は
、め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、身
を
引
き
締
め
、

柔
軟
な
考
え
を
持
ち
、自
ら
の
夢
や
目
標

を
達
成
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
し
っ

か
り
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
日
、日
本
の
経
済
状
況
は
不
況
の
波

が
押
し
寄
せ
、若
者
の
就
職
活
動
も
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

社
会
に
不
安
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

次
世
代
を
担
う
私
た
ち
が
元
気
に
社
会
を

盛
り
上
げ
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　幼
い
頃
か
ら
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
友
人

た
ち
と
と
も
に
、郷
土 

北
谷
に
誇
り
を
持

ち
、活
気
の
あ
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
く

た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
は
あ
り
ま

す
が
、人
生
の
諸
先
輩
方
に
今
後
と
も
末

長
く
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平成23年3月定例議会傍聴へ行こう！！平成23年3月定例議会傍聴へ行こう！！平成23年3月定例議会傍聴へ行こう！！
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改
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   抗
議
決
議
・
意
見
書
　
陳
情

     請
負
契
約

      議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

        「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

          い
っ
ぱ
ん
質
問
7
人
が登
壇！
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指
定
管
理
の
理
由

　
公
の
施
設
の
管
理
は
、地
方
自
治
法
第
244
条
の
２
第
３

項
に
お
い
て
、普
通
地
方
公
共
団
体
は
公
の
施
設
の
設
置
の

目
的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
、必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、法
人
そ
の
他
の

団
体
で
あ
っ
て
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
が
指
定
す
る
者

に
当
該
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
って
い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
も
北
谷
町
学
習
等
供
用
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
４
条
並
び
に
北
谷
町
営
体
育

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
３
条
に
お
い
て
、

施
設
管
理
は
、法
人
そ
の
他
の
団
体
、北
谷
町
教
育
委
員

会
が
指
定
す
る
者
に
行
わ
せ
る
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。

公
募
に
よ
ら
な
い
理
由

　
北
谷
町
学
習
等
供
用
施
設
及
び
北
谷
町
営
体
育
施
設

は
、住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
り
、地
域
づ
く
り
の
活
動
拠

点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、学
習
等
供
用
施
設
の
設
置

及
び
北
谷
町
営
体
育
施
設
の
目
的
を
自
治
会
の
目
的
が

共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
公
募
を
行
わ
ず
、自
治
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
し
た
。

◎
北
谷
町
十
一
行
政
区
の
学
習
等
供
用
施
設
及

び
上
勢・栄
口・北
前・宮
城
区
の
屋
外
運
動
場

※

指
定
期
間

　 

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で 

砂辺地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　松田正二

北前屋外運動場
指定管理者　自治会長　田里友清

北前地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　田里友清

桑江地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　上原正博

宮城屋外運動場
指定管理者　自治会長　砂川憲平

宮城地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　砂川憲平

桃原地区学習等供用施設　
指定管理者　自治会長　津嘉山えり子

上勢屋外運動場
指定管理者　自治会長　石川清助

上勢地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　石川清助

謝苅地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　平良長春

栄口屋外運動場
指定管理者　自治会長　島袋艶子

栄口地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　島袋艶子

美浜地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　井上一男

宇地原地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　仲地明吉

北玉地区学習等供用施設
指定管理者　自治会長　崎原盛善

指定管理者の指定

北谷町製氷貯水施設の指定管理者の指定について、地方自治法
（昭和22年法律第67号）第244条の2第6項の規定に基づき、議
会の議決を経て指定する必要がある。

１　管理を行わせる公の施設
 名　称　北谷町製氷貯氷施設
　　　所在地　北谷町字港4番地
２　指定管理者となる法人（団体）
 名　称　北谷町漁業協同組合
 代表者　代表理事組合長　座喜味　盛康
 所在地　北谷町字港4番地
３　指定の期間
 平成23年4月1日から平成28年3月31日まで

北谷町製氷貯氷施設

北谷町商工業研修等施設の指定管理者の指定について、地方自治法
（昭和22年法律第67号）第244条の2第6項の規定に基づき、議会の
議決を経て指定する必要がある。

１　管理を行わせる公の施設
 名　称　北谷町商工業研修等施設
 所在地　北谷町字上勢頭837番地1
２　指定管理者となる法人（団体）
 名　称　北谷町商工会
 代表者　会長　渡久地　政男
 所在地　北谷町字上勢頭837番地1
３　指定の期間
 平成23年4月1日から平成28年3月31日まで

北谷町商工業研修等施設

北谷町障がい者地域活動支援センターの指定管理者の指定につ
いて、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2第6項の
規定により、議会の議決を経て指定する必要がある。

１　管理を行わせる公の施設
 名　称　北谷町障がい者地域活動支援センター たんぽぽ
 所在地　北谷町字上勢頭837番地1
２　指定管理者となる法人（団体）
 名　称　社会福祉法人　残波かりゆし会
 代表者　理事長　宮里　弘
 所在地　読谷村字座喜味1866番地
３　指定の期間
 平成23年4月1日から平成26年3月31日まで

北谷町障がい者地域活動支援センター

可決
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指定管理者の指定
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原案
可決

一般会計補正予算（第3号）
歳入歳出予算総額・・・・・
補正前の額・・・・・・・・・
補正額・・・・・・・・・・・・・・

１４４億３０１万９千円
１２９億１,７２４万８千円
14億８,５７７万１千円

 主な歳入補正
●町税
　　町民税……4,612万1千円減
　　固定資産税…5,054万6千円増
●国庫支出金
　　民生費国庫負担金……1,327万3千円増
　　障害者福祉費国庫負担金……1,054万8千円増
●県支出金
　　民生費補助金……1,413万1千円増
　　　（保育所等公共施設遮熱灼熱化に係る補助金等） 
　　衛生費県補助金……942万1千円増
　　　（新型インフルエンザワクチン接種費用の増）
●財産収入
　　不動産売払収入……10億7,041万5千円増
　　　（国道58号拡幅に関して国に売却する町有地財産売払収入）

 主な歳出補正
●扶助費……3,944万6千円増
　（自立支援介護給付 訓練等給付費補助…2,009万8千円増）
（認可保育園支弁費補助…448万5千円増）
　（新型インフルエンザ接種費用助成費…1,156万3千円増）

●補助費……4,047万1千円
  （ニライ消防負担金の補助費…2,677万9千円増）

●普通建設事業費……3億6,349万3千円増
　（土地取得費…3億8,565万9千円増）
　（桑江伊平地区原状回復事業…6,885万円減）

歳入歳出予算額・・・・
補正前の額・・・・・・・・
補正額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１４億６,９３４万９千円
１４億６,6３４万９千円

3００万円

 公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）

歳入歳出予算額・・
補正前の額・・・・・・・・・
補正額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１４４億８,０３０万９千円
１４４億３０１万９千円

７,７２９万円

 一般会計補正予算（第4号）

　

（歳入： 一般会計繰入金の増額。歳出：総務費、施設費、公債費の増額。 ）

（特定防衛施設周辺整備調整交付金９,５２９万円増。財政調整基金繰入金の取り崩し予定額の減。）

　
国
道
58
号
沿
岸
環
境
改
善
工
事
の
た
め
町
有
地
を
処
分
す
る

に
当
た
り
、北
谷
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例（
昭
和
47
年
北
谷
町
条
例
第
15

号
）第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

北
谷
町
字
伊
平
平
安
山
原
55
番
ほ
か
28
筆

１
万
４
千
260・08
平
方
メ
ー
ト
ル

10
億
５
千
369
万
９
千
円

国
道
58
号
沿
道
環
境
改
善
工
事
の
た
め

那
覇
市
港
町
２
丁
目
８
番
14
号

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
南
部
国
道
事
務
所

不
動
産
の
処
分
可決

１
　
処
分
す
る
土
地
：

２
　
地
　
　
籍
：

３
　
処
分
金
額
：

４
　
処
分
目
的
：

５
　
処
分
先
：

國場勝子氏（再任）
謝苅区在住

適任

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
を
推
薦

　
平
成
２３
年
３
月
３１
日
付
け
、人
権
擁

護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、委
員
候

補
者
を
新
た
に
推
薦
す
る
た
め
、人
権

擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に

基
づ
き
、議
会
の
意
見
を
求
め
る
必
要

が
あ
る
。

　
北
谷
町
議
会
は
諮
問
の
と
お
り
國
場

勝
子
氏
を
適
任
と
認
め
、答
申
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

▼
北
谷
町
道
路
線
の
認
定

路
線
名
　
宮
城
５５
号
線・宮
城
56
号
線

起

　点
　
字
宮
城
３
番
４
か
ら

終

　点
　
字
宮
城
３
番
９
の
間宮城56号線

役場入口付近から国体道路向け約1km・幅員20m

砂辺馬場公園から町営砂辺団地向け、
右側にある住宅地の道路が認定された。

宮城５５号線

認定

人
権
擁
護
委
員
て
な
に
〜
？

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の
中
か
ら
人

権
擁
護
に
理
解
の
あ
る
人
を
市
町
村
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
方
々
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
？

 

・
住
民
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
監
視
す
る
。

 

・
人
権
が
侵
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合
は
、
相
談

相
手
に
な
っ
て
救
済
す
る
。

 

・
人
々
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
る
こ
と
。
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条例改正

　健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

新
設
に
伴
い
、利
用
区
分
及
び
有

料
公
園
施
設
の
開
場
時
間
並
び
に

当
該
施
設
を
利
用
さ
せ
る
場
合
に

徴
収
す
べ
き
利
用
基
準
額
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
。

質
疑

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
管
理
及
び
運
営
は
？

答
弁

　公
募
に
よ
る
利
用
許
可・

維
持
管
理
業
務
者（
指
定

管
理
者
）を
採
用
。維
持
費

年
間
1
千
900
万
円
、一
日

100
人
の
利
用
客
見
込
み
。

1
千
300
万
円
は
、町
民
の

健
康
増
進
・
管
理
費
用
と

し
て
持
ち
出
し
。

北
谷
町
都
市
公
園
条
例
の

一
部
改
正

　国
の
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
の
給

与
勧
告
並
び
に
社
会
経
済
状
況
等
を
か

ん
が
み
改
正
す
る
。

　期
末
手
当
の
改
正
内
容
は
、現
行
の
期

末
手
当
の
年
間
支
給
割
合
に
対
し
、年
間

0.2
月
分
を
引
き
下
げ
る
。給
料
表
の
改
定

は
、若
年
層
を
除
く
部
分
の
改
定
と
な
り
、

対
象
者
に
お
い
て
は
月
額
給
料
か
ら
最
低

200
円
か
ら
最
高500
円
ま
で
の
範
囲
の
減
額

と
な
る
。ま
た
、当
分
の
間
、6
級
に
在
級

す
る
職
員
の
給
料
を
一定
率
減
額
す
る
。

　「
暴
風
雨
時
手
当
」を「
災
害
時
勤
務

手
当
」に
、「
暴
風
警
報
発
令
か
ら
解
除
さ

れ
る
ま
で
の
間
」を「
異
常
な
自
然
現
象
に

よ
り
災
害
が
発
生
し
、又
は
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
」に
改
め
る
。地
震
及
び

津
波
等
の
災
害
に
よ
る
勤
務
に
対
し
て
も

特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
で
き
る
改
正
。

北
谷
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

　国
の
人
事
院
及
び
県
人
事

委
員
会
の
給
与
勧
告
、社
会

経
済
状
況
等
に
か
ん
が
み
、

北
谷
町
長
、北
谷
町
副
長
及

び
北
谷
町
教
育
長
の
期
末
手

当
に
つい
て
改
正
す
る
。

　期
末
手
当
の
改
正
内
容

は
、現
行
の
期
末
手
当
の
年

間
支
給
割
合
を
国
、県
等
の

支
給
割
合
に
準
じ
る
た
め
、

年
間0.15
月
分
を
引
き
下
げ
る
。

北
谷
町
長
等
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

北谷町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例（昭和47 年北谷町条例第50号）
新 旧

(期末手当)
第4条 教育長の期末手当の額は、給料月額に100 分の10 を乗じて得た額を加算した額　
　に、次の各号に定める割合を乗じて得た額とする。
（１） 夏季手当 100分の140
（２） 年末手当 100分の155
附則（平成22 年条例第11号）
（施行期日）
１　この条例は、平成22 年12 月1 日から施行する。（経過措置）
２　改正後の北谷町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例第4条の規定の
適用については、平成22年度分に限り、同条中「100分の140」とあるのは「100分の
145」と、「100 分の155」とあるのは「100 分の150」とする。

（期末手当）
第4条　教育長の期末手当の額は、給料月
額に100分の10を乗じて得た額を加算し
た額に、次の各号に定める割合を乗じて得
た額とする。

（１） 夏季手当 100 分の145
（２） 年末手当 100 分の165

北谷町長等の給与及び旅費に関する条例(平成20年北谷町条例 18号)

（期末手当）
第7条 （略）
２　前項の期末手当の額は、その町長等の受ける給料月額に給料月額の100分の10を乗じて
得た額を加算した額に、6月に支給する場合においては100分の140、12月に支給する場合
においては100分の155を乗じて得た額とする。
附則（平成22 年条例第17号）
（施行期日）
１　この条例は、平成22 年12 月1 日から施行する。
　 （経過措置）
２　改正後の北谷町長等の給与及び旅費に関する条例7条第２項の規定の適用については、
平成22年度分に限り、同条中「100分の140」とあるのは「100分の145」と、「100分の
155」とあるのは「100分の150」とする。

（期末手当）
第7条 （略）
２　前項の期末手当の額は、その町長等の
受ける給料月額に給料月額の100分の
10を乗じて得た額を加算した額に、6月に
支給する場合においては100分の145、
12月に支給する場合においては100分の
165を乗じて得た額とする。

　キ
ャ
ン
プ
桑
江
返
還
跡
地
の
基
盤
整
備

事
業
を
促
進
し
、事
業
の
適
切
な
執
行
を

図
り
、早
期
の
使
用
収
益
を
開
始
す
る
た

め
、キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
返
還
跡
地
ま
ち

づ
く
り
基
金
条
例
の一部
を
改
正
す
る
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
返
還
跡
地

ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例
の
一
部

改
正質

疑

　こ
れ
ま
で
の
町
に
帰
属
し
た
返

還
補
償
額
、現
在
の
借
入
金
、返

還
地
利
用
料
、保
留
地
処
分
予
定

額
は
幾
ら
か
。

答
弁

　帰
属
額
６
億
５
千
万
円
。現
在

の
借
入
額
、利
用
料
な
し
。保
留

地
処
分
予
定
額
は
約
２１
億
円
。事

業
費
予
定
額
は
２０
数
億
円
。

可決

トレーニング室 個人

団体
(2人以上)

シャワー

ロッカー

1人1回につき　100円

1人1回につき　100円

区分

※利用するための準備及び後片付けに要する時間は、利用時間に含むものとする

利用時間 利用基準額

町内
中・高校生

1人2時間まで

1団体2時間まで

大学生・一般
中・高校生
大学生・一般

町外

町内

町外

2,000円
400円
200円
200円
100円

4,000円
フィットネススタジオ

附帯施設

健康トレーニングセンター(料金)

新 旧

※改正部分に下線を付した。
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財
産
の
取
得

北
谷
町
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
物
品（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
）

北
谷
町
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
物
品（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
）

北
谷
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
真
空
冷
却
器

北
谷
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
真
空
冷
却
機

北
谷
町
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
物
品
一
式

北
谷
町
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
物
品
一
式

塵
芥
収
集
車

塵
芥
収
集
車

　
平
成
２３
年
３
月
完
成
「
北
谷
町
健
康
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
者
が
使

用
す
る
機
器
を
購
入
設
置
し
、
本
町
の
中

高
年
層
を
中
心
に
高
齢
者
・
一
般
住
民
の

生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
意
識

向
上
を
図
る
。

●
有
酸
素
運
動
器
一
式
・
筋
力
運
動
機
器
一
式

 

●
そ
の
他
関
連
品
一
式
・
体
力
測
定
器
一
式

 

●
健
康
チ
ェ
ッ
ク
用
器
一
式
・
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
一
式

取
得
予
定
価
格

３
千
３５６
万
８
千
５００
円

 

契
約
の
相
手

浦
添
市
字
港
川
４５８
番
地

株
式
会
社
オ
キ
ジ
ム

代
表
取
締
役
　
新
里
勇

　
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整

交
付
金
を
活
用
し
、
耐
用
年
限
を

迎
え
る
教
育
現
場
等
の
設
備
更
新

を
図
る
機
器
の
購
入
。

（
端
末
機
一
式
・
サ
ー
バ
ー
機
一
式
・

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
等
）

取
得
予
定
価
格

４
千
３０５
万
円

契
約
の
相
手

那
覇
市
字
安
謝
６３８
番
地

株
式
会
社
興
洋
電
子

代
表
取
締
役
社
長
　
渡
名
喜
庸
順

　
平
成
１１
年
に
購
入
し
た
塵
芥
収

集
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、
運
行

の
安
全
確
保
の
た
め
新
た
に
購

入
す
る
。

取
得
予
定
価
格

６７７
万
2
千
５００
円

契
約
の
相
手

浦
添
市
勢
理
客
４
丁
目
１０
番
２
号

Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

沖
縄
支
店
　
支
店
長
　
岸
本
政
博

　
尖
閣
諸
島
及
び
周
辺
海
域

は
、
我
が
国
の
国
有
の
領
土
で

あ
り
、
毅
然
た
る
態
度
を
堅
持

し
諸
外
国
に
示
す
こ
と
。

あ
て
先

内
閣
総
理
大
臣

外
務
大
臣

国
土
交
通
省

農
林
水
産
大
臣

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

　
真
空
冷
却
機
を
導
入
す
る
こ
と
で
本
町
小
中

学
校
の
給
食
約
3
千
600
食
の
和
え
物
の
食
材
を

短
時
間
で
10
℃
以
下
に
冷
却
で
き
る
こ
と
に
よ

り
、
衛
生
環
境
の
整
備
を
図
り
、
業
務
の
効
率

化
、
よ
り
安
全
な
給
食
の
提
供
を
図
る
。

取
得
予
定
価
格

１
千
８３７
万
５
千
円

契
約
の
相
手
：
那
覇
市
西
３
丁
目
１５
番
９
号

有
限
会
社
第
一
機
行

代
表
取
締
役
　
大
城
政
敏

　尖
閣
諸
島
海
域
で
の

中
国
漁
船
領
海
侵
犯
事

件
に
関
す
る
抗
議
決
議

及
び
意
見
書

　
F-

22
A
戦
闘
機
F-

16
戦

闘
機
の
一
時
配
備
の
中
止
。

　
嘉
手
納
基
地
の
負
担
軽
減
の
実

施
、
騒
音
防
止
協
定
の
遵
守
。

あ
て
先

駐
日
米
国
大
使
、
在
日
米
軍

司
令
官
、
在
沖
米
国
総
領

事
、
在
日
米
軍
沖
縄
地
域
調

整
官
、
嘉
手
納
基
地
第
18
航

空
団
司
令
官
、
内
閣
総
理
大

臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大

臣
、
外
務
省
特
命
全
権
大

使
、
沖
縄
防
衛
局
長

　嘉
手
納
基
地
へ
の
F-

22

A
戦
闘
機
及
び
F-

16
戦

闘
機
の一時
配
備
に
対
す
る

抗
議
決
議
及
び
意
見
書

　
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障

と
両
立
で
き
な
い
交
渉
へ
の

参
加
を
行
わ
な
い
こ
と
。

あ
て
先

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大

臣
、
財
務
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
沖

縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

　T
P
P
交
渉
へ
の

参
加
反
対
に
関
す
る

意
見
書

　大
幅
増
員
と
夜

勤
改
善
安
全
で
安

心
の
医
療
・
介
護
を

求
め
る
陳
情
及
び

意
見
書

趣
旨

　
看
護
師
等
の
勤
務
時
間
の

厳
守
、
医
師
、
看
護
師
、
介

護
職
員
の
増
員
と
医
療
社
会

保
障
予
算
の
増
額
国
民
負
担

の
軽
減
を
採
択
し
、
関
係
機

関
に
送
付
。

陳
情
陳
情

可決
可決

趣
旨

　
幼
稚
園
に
就
園
す
る
3
歳
児
4

歳
児
、
5
歳
児
の
保
護
者
の
経
済

負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

公
・
私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
負
担

の
格
差
是
正
を
図
る
た
め
、
昭
和

55
年
以
来
毎
年
「
就
園
奨
励
補
助

金
」
を
交
付
し
て
い
る
。

　
北
谷
町
は
3
歳
児
・
4
歳
児
が
依

然
と
し
て
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
基
準
の
幼
稚
園
奨

励
費
補
助
金
を
3
歳
児
、
4
歳
児

ま
で
適
用
実
施
す
る
旨
の
要
望
。

　平
成
23
年
度
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
補
助

金
に
関
す
る
陳
情

採択

採択
可決

可決

可決
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請負契約 可決

浜
川
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

　
昭
和
53
年
度
に
建
築
さ
れ
た
浜
川

小
学
校
は
、
建
築
後
32
年
が
経
過
し

校
舎
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
不
適
格

な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
校
舎
を
改

築
し
教
育
環
境
の
改
善
を
行
う
。

(

建
築
1
工
区)

契
約
金
　
5
億
9
千
797
万
5
千
円

契
約
の
相
手
方

住
所
　
　
北
谷
町
字
浜
川
48
番
地

代
表
者
　
旭
建
設
株
式
会
社

構
成
員
　
有
限
会
社
大
蔵
工
業

構
成
員
　
有
限
会
社
ア
ー
キ
テ
ク
ト

構
成
員
　
有
限
会
社
栄
野
比
土
建

(
建
築
2
工
区)

契
約
金
　
5
億
7
千
434
万
4
千
750
円

契
約
の
相
手
方

住
所
　
　
う
る
ま
市
与
那
城
平
安
座

　
　
　 
八
二
四
九
番
地

代
表
者
　
平
安
座
総
合
開
発
株
式
会
社

構
成
員
　
有
限
会
社
大
蔵
工
業

構
成
員
　
株
式
会
社
幸
和

構
成
員
　
有
限
会
社
大
我
組

(

電
気
設
備)

契
約
金
　
1
億
6
千
483
万
9
千
500
円

契
約
の
相
手
方

住
所
　
　
北
谷
町
字
桃
原
15
番
地
10

代
表
者
　
株
式
会
社
海
邦

構
成
員
　
有
限
会
社
丸
興
電
気

(

機
械
設
備)

契
約
金
　
9
千
597
万
円

契
約
の
相
手
方

代
表
者
　
有
限
会
社
万
代
設
備

構
成
員
　
株
式
会
社
海
邦

　
開
削
に
よ
り
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を

区
画
道
路
に
埋
設
す
る
た
め
の
工
事
の
一

部
が
、
国
指
定
の
伊
礼
原
遺
跡
区
域
に
隣

接
し
、
開
削
範
囲
が
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
軟
弱
地
盤
の
土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
た
め

鋼
矢
板
工
法
に
変
更
す
る
。

当
初
契
約
額
　
　
　1
億
2
千
240
万
9
千
円
 

改
定
増
額
　
　
　 
1
千
205
万
4
千
円

改
定
後
契
約
額 

　
1
億
3
千
446
万
3
千
円
 

契
約
の
相
手
方

嘉
手
納
町
字
水
釜
364
番
地
2

株
式
会
社
　
　
大
興
建
設

代
表
取
締
役
　
宮
里
　
辰
秀

桑
江
伊
平
地
区
排
水
路
工
事

（
Ｈ
22
そ
の
１
）請
負
契
約
の
変
更

【総務財政常任委員会】
暴走行為の現場踏査について

【文教厚生常任委員会】
学校給食で「地産地消」推進

議会閉会中の所管事務調査議会閉会中の所管事務調査

　国道５８号沿線の町民から、暴走族の暴走行為に
よる騒音がうるさいとの苦情があり、平成22年12月
14日に国道58号の西海岸に沿った４自治会（砂辺
区・宮城区・美浜区・北前区）自治会長を委員会に出
席していただき、暴走行為の状況等を聴取してその対策について話合いを行いました。
　また、平成23年1月15日（土）午後11時に委員を召集し、砂辺から北前までの間を踏査したが、
その日暴走行為は確認できませんでしたが委員会としては、今後継続して現場踏査を行うこと決
定しました。

現場踏査当日の参加者は下記のとおりであります。
●総務財政常任委員全員。●沖縄警察署交通対策課長、交通対策課主任。
●町役場総務課長、地域安全対策担当主幹。

　北中城村学校給食センターは、学校給食に地元産の食材を積極的に取り入れて、児童生徒の
食育とバランスのとれた栄養補給を行っています。文字どおり「地産地消」を身近な学校給食をと
おして実践し地場産業の発展や村おこしに貢献してます。
　文教厚生常任委員会は、去る１月24日午前、北中城村学校給食センターを訪ね、学校給食によ
る「地産地消」推薦の状況を伺ってきました。地元産の食材には漁協から主にアーサが供給さ
れ、村内農業者からは年間50種類以上の野菜や果物が供給されています。その量は金額にして
2005年の170万円から2008年には656万円に伸び、生産者も当初の20軒から50軒に増加していま
す。本来の学校給食の主旨に加えて「地産地消」推進の効果は大きいものがあります。それは①
生産者の顔が見えることの安心②地域住民の学校給食に対する理解が深まった、③児童生徒の

地元への愛着が増した。農業者の生産の苦労を理解
して感謝の心を持つようになった。⑤学校、地域、家
庭の連携が深まった等 、々大きな成果が生まれたと話
していました。
　諸々の課題を克服しながら更に充実を図っていき
たいとのことでした。これらのことを北谷町の学校給
食に活かしていけるよう調査研究を重ねていきたいと
思います。

文教厚生常任委員会
委員長 亀谷  長久

総務財政常任委員会
委員長 喜友名朝眞
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「議会だより」アンケートのお願い「議会だより」アンケートのお願い 抗議・要請行動

対応者：大東　隆次長

対応者：広報局長
　       クリストファー、アンダーソン少佐

要 請 日　平成23年1月20日（木）

要請時間　14：00～14：30　沖縄防衛局　

　　　　　15：00～15：30　嘉手納基地

　正副議長及び基地対策特別委員会で、沖縄防衛局・嘉手納基地へ抗議・要請行動。嘉手納基地
へ外来機が飛来することで、痛烈な騒音が増加することから騒音軽減の抗議・要請を行いました。

　TPPとは、環太平洋連携協定（トランス・パシフィッ
ク・パートナーシップ）は、現在アメリカやオーストラリ
アなど９か国が加盟し、原則的に例外なき関税撤廃を
原則とする完全自由化を目指した貿易協定で、政府
は、６月をめどにTPP参加の是非を判断する姿勢を示
しています。
　我が国が複数国間で加盟して投資の自由化や経済
取引等を定めた協定ＥＰＡ（経済連携協定、チリ、イン
ド、メキシコなど13か国で締結・合意）では、我が国の
重要品目である米、麦、乳製品などが関税削減対象外
品目として保護されていますが、TPPは、将来的に
100％の関税撤廃を目指し、除外品目は認められませ
ん。もし我が国がこのTPPに加盟した場合農林水産業
等の崩壊を招き、沖縄県への影響額は、さとうきびや
肉用牛、養豚、水産物など壊滅的な打撃を受け、輸
送・加工・販売などの関連産業を含めると1420億円に
及ぶ（県の試算）といわれています。
　北谷町議会では、TPP交渉への参加に反対する意
見書を12月21日に採択し、県内では40市町村と県議会
で採択済みです。町民の皆さん、今後の動向に御注目
ください。

嘉手納基地へのＦ-22A戦闘機及びＦ-16戦闘機の一時配備に対する要請行動
基地対策特別委員会

那覇の新都心公園に、本町議会議員を含む5400人が結集
TPP交渉への参加に反対する「1.29沖縄県民大会」に参加！！

切
り
取
り
線

●議会はこんなことをします。
 私たちが住んでいる北谷町を「より豊かで暮らしやすく
したい」という願いは、町民共通のものです。本来なら
ば、全町民が一堂に集まり、町政についての方針などを
話合いで決めていくべきなのですが、現実には不可能
です。そこで、町民の代表として町議会議員を選挙で選
び、町議会議員がみなさんに代わって、町政に関するい
ろいろな事柄を話合って決めていきます。この場が町議
会です。

●町議会と町長
　町議会は、具体的には議案などの審議をとおして、町
政の基本的な方針を決定します（議決機関）。また、町
長が行った仕事が適正かどうかのチェックも行っていま
す。町政を直接執行するのは、町民の代表として選ばれ
た町長ですが、町長は、町議会の決定に従って、町政を
進めていきます（執行機関）。
　町議会と町長は「町政の両輪」と呼ばれ、それぞれの
役割を果たします。

●議会の権限
　町議会は、地方自治法などの法律によって多くの権限
が与えられ、町政の重要な事柄を審議・決定する大切な
役目を持っています。

●定例会と臨時会
　町議会の定例会は３月、６月、９月、１２月の年４回開
かれ、議会の権限（議決、同意、選挙など）に関する意
志決定を行っています。
　臨時会は必要があるときに開きます。

●委員会
　町民の多様な行政需要にこたえるため、本会議で議
員が選任され、構成された各委員会で、議案･請願・陳
情の審査を行います。また、議会閉会中は所管の事務
調査等を行います。
　常任委員会：総務財政・経済工務・文教厚生
　議会運営委員会、特別委員会：基地対策・議会広報

　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
は
、
住
民
と
議
会
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
平
成
６
年
９
月
に
設
立
し
、
平
成
７
年
３
月
の
定
例
議
会
よ
り
「
議

会
だ
よ
り
」
創
刊
号
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
以
来
、
お
陰
様
で
今
号
で
６２

号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
広
報
紙
は
、
町
民
へ
「
よ
り
分
か
り
や
す
く
　
よ
り
速
く
　
よ

り
正
確
に
」
を
心
が
け
編
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
よ
り
一
層
充

実
し
た
広
報
紙
を
お
届
け
で
き
る
よ
、
今
号
は
、
読
者
の
声
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
編
集
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
届
い
て
い
ま
す
か
！
議
会
の
よ
う
す
」

　
　
　
　
　
　町
民
の
声
を
待
っ
て
い
ま
す
。

＊FAXにて送信の場合

アンケート開始
裏面へ
（14P）

アンケート用紙はいずれかの方法でお送り下さい。

＊各地域での回収の場合（回収箱設置場所）

０９８－９３６－９７１２（北谷町議会事務局）

　各公民館、役場総合案内、ちゃたんニライセンター、保
健相談センター、老人福祉センター、町団体事務所（町
PTA連合会、町女性連合会、町子ども会、町文化協会）
商工会、観光協会

＊郵送にて投函の場合
　恐れ入りますが、封筒に８０円切手を貼って投函して
下さい。
　アンケートは５月末日までにお願いします。

〒904-0192　北谷町字桑江226番地　北谷町議会事務局
　　　　　　☎０９８－９３６－３３８２

経済工務常任委員会
委員長  金城　紀昭
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切
り
取
り
線

「議会だより」アンケート開始「議会だより」アンケート開始

☆ご協力ありがとうございました。

議会や「議会だより」へのご意見･ご感想をお寄せください。

あなたは  男　・　女
年齢は ・10代　・20代　･30代　・40代　･50代　･60代　・80代　・90代以上
行政区はどこですか　・上勢区　・桃原区　・栄口区　・桑江区　･謝苅区　・北玉区　
 ・宇地原区　・北前区　・美浜区　・宮城区　・砂辺区　・その他（　　　　　）

＊あてはまるものに○をつけてください。

（複数回答可）

よろしくお願いします。

（１） あなたは「議会だより」を読んでいますか。
 ①毎回読んでいる
 ②よく読んでいる           
 ③時々読んでいる
 ④あまり読まない
 ⑤読んだことがない

（２）（１）の ①②③に○した方へお伺いします。
 ①全体的に詳しく読んでいる
 ②興味のある記事のみ読む
 ③大きな見出し等を読む
 ④写真を見る
 ⑤記事を繰り返し読む（・はい　・いいえ）

（３）（１）の④⑤に○をした方へお伺いします。
 ① 議会だよりを手に取ったことがありますか。
 　　（・はい　　・いいえ   ・時 あ々る）
 ②表紙は見たことがある
 　　（・はい　　・いいえ   ・全くない

（４）議会だよりは役にたっていますか（・はい　・いいえ）

（5）言葉や文章について
 ①分かりやすい　②難しい　③読みやすい
 ①読みにくい その他（要望　　　　　　　　）

（6）写真は適切ですか
 （・はい　・いいえ）
 その他（要望　　　　　　　　　　　）

（7）文字について
 ①大きさは　（・小さい　・大きい　・良い）　
 ②縦書きが良い　③横書きが良い
 ④どちらでも良い　 ⑥堅い　⑤丸文字がよい　

（8）あなたがよく読む記事はどこですか。
 ①順序よく  ②予算決算　③議案　④陳情・要請
 ⑤抗議決議・意見書　⑥一般質問　⑦条例改正
 ⑧請負契約　⑨特集記事
 ⑩裏表紙（読者の声、編集後記、議会案内）
 その他（　　　　　　　　　　）

（9）定例議会・臨時議会の様子は分かりますか。
 ①よくわかる　②だいたいわかる
 ③わかりにくい　④まったく分からない

（10）どんなことを記事にして欲しいですか。
 ① 税金の使われ方　②議員の活動　　
 ③人物の登場　④北谷町で起こっている事柄
 その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

（１１）議会議事録をインターネットで見たことがありますか。
 （・はい　・いいえ）

（12）議会議事録がインターネットで見ることができます
がご存じですか。（・はい　・いいえ）

（13）議会傍聴をしたことがありますか。
  （・はい　・いいえ）

（14）議員に意見を提案したことがありますか。
 （・はい　・いいえ）

（15）これから議員に提案したいと思いますか。
 （・はい　・いいえ）

（16）これから議会傍聴したいと思いますか。
 （・はい　・いいえ　　・どちらとも言えない）
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 一般質問
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議会傍聴の案内
平成23年度●月定例会
開会予定日 ●月●日（●）

詳細は北谷町ホームページで
検索サイトで

北谷町議会 検　索 クリック！
あなたも町議会を
傍聴してみませんか？

N
o.

2
0
1
0
年
　
1
2
月
定
例
会

6
2発
行

2
0
1
1
年
２
月

ニ
ラ
イ
の
都
市
を
め
ざ
す

ち
ゃ
た
ん
町

ま
　
ち

ニ
ラ
イ
の
都
市
を
め
ざ
す

ち
ゃ
た
ん
町

ま
　
ち

浜
川
幼
稚
園
よ
い
こ
の
み
な
さ
ん

ち
ゃ
た
ん
町
議
会
だ
よ
り
N
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2
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1
1
年
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発
行
／
北
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発
行
責
任
者
／
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議
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宮
  里
  友
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編
集
／
議
会
広
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調
査
特
別
委
員
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刷
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株
）平
山
印
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中
頭
郡
北
谷
町
字
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江
2
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6
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H
P
ア
ド
レ
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ご
意
見
・
ご
感
想
は
こ
ち
ら
へ

編
集
後
記

北
谷
町
議
会
事
務
局

電
　
話
：
９
３
６-

３
３
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
３
６-

９
７
１
２

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
早
々
、
寒
さ
が
続
き
体
調
管
理

に
は
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、２
０
１
１
年
が
す
ば
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
は
、

２
月
中
旬
に
東
京
で
の
広
報
研
修
会
に
参

加
し
ま
す
。
私
も
、
４
年
前
に
研
修
会
に
参

加
し
ま
し
た
が
、と
て
も
内
容
が
充
実
し
た

研
修
会
で
す
。
研
修
会
前
62
号
と
、
研
修
会

後
63
号
の
違
い
を
是
非
見
比
べ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
今
号
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

町
民
の
意
見
を
多
く
募
集
し
ま
す
。
是
非
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
御
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。町
民
の
皆
様
に「
よ
り
早
く
、よ

り
分
り
や
す
く
、
よ
り
正
確
に
」
を
テ
ー
マ

に
編
集
作
業
を
し
て
ま
す
が
、掲
載
で
き
る

紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
前
号
か
ら
、定
例
会
開
会
予
定
日
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の
町
民
に
議
会
を

傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、議
会
を
活
性
化
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
北
谷
町
の
更
な
る
発
展
は
「
議

会
へ
行
こ
う
ー
！
」
、
一
人
で
も
多
く
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。２
０
１
１
年
も

議
会
に
関
心
が
持
て
る
広
報
紙
づ
く
り
を

頑
張
り
ま
す
の
で
、「
議
会
だ
よ
り
」を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

インターネットで町議会を知ろう！！
議会の日程についてもホームページでお知らせしております。

北谷町ホーム
ページアドレス

【お問い合わせ】 ☎936-3382 FAX 936-9712議会事務局

http://www.chatan.jp

北谷町HP 北谷町議会 議会議事録公開

ま
さ
し

議会傍聴の案内
平成23年3月定例会
3月2日（水）開会予定

議会傍聴の案内
平成23年3月定例会
3月2日（水）開会予定

読者からの声

声
成
人
の
日
を
迎
え
て
思
う
こ
と

国
立
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
５
年
生

桑
江
区

　親 

里  

柚 

奈

　さ
く
ら
の
花
の
た
よ
り
が
届
く
新
春

に
、私
た
ち
が
晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、大
き
な
愛

情
を
も
っ
て
育
ん
で
く
れ
た
両
親
や
勉
強

だ
け
で
は
な
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、そ
し
て
、温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
の
お

か
げ
だ
と
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　「成
人
式
」と
い
う
人
生
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
た
私
た
ち
は
、め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
ゆ
く
社
会
の
中
で
、身
を
引
き
締
め
、

柔
軟
な
考
え
を
持
ち
、自
ら
の
夢
や
目
標

を
達
成
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
し
っ

か
り
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
日
、日
本
の
経
済
状
況
は
不
況
の
波

が
押
し
寄
せ
、若
者
の
就
職
活
動
も
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

社
会
に
不
安
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。し
か
し
、そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

次
世
代
を
担
う
私
た
ち
が
元
気
に
社
会
を

盛
り
上
げ
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　幼
い
頃
か
ら
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
友
人

た
ち
と
と
も
に
、郷
土 

北
谷
に
誇
り
を
持

ち
、活
気
の
あ
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
く

た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
は
あ
り
ま

す
が
、人
生
の
諸
先
輩
方
に
今
後
と
も
末

長
く
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平成23年3月定例議会傍聴へ行こう！！平成23年3月定例議会傍聴へ行こう！！平成23年3月定例議会傍聴へ行こう！！

副
委
員
長

　渡
久
地

　政
志

指
定
管
理
者
の
指
定

 平
成
2
2
年
度
　
補
正
予
算

  条
例
改
正

   抗
議
決
議
・
意
見
書
　
陳
情

     請
負
契
約

      議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

        「
議
会
だ
よ
り
」ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

          い
っ
ぱ
ん
質
問
7
人
が登
壇！
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